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今年度の振り返りを      校長 安藤 あゆみ           
令和４年度も、残すところ３月のみとなりました。保護者の皆様

には、本年度も本校の教育活動にご理解ご協力いただき、感謝申し
上げます。 
２月２日（木）は、６年生が小学校生活最後の校外学習に行きま

した。小学校生活最後にふさわしい校外学習にしようという子供た
ちの意志が強く感じられました。行動はとても立派で、子供たちが
「こうなりたい」という姿に近づけたのではないでしょうか。３
月、６年生にとっては、小学校生活の締めくくりです。小学校生活
を振り返り、希望を持って卒業できるよう全職員で支援していきた
いと思っています。 
２月は、６年生を送る会のための取り組みが各学年進められてき

ました。どの学年からも「６年生のために」という気持ちが強く感
じられました。また、「６年生には内緒で」と６年生から見られな
いようにしながら活動する在校生の姿は、とても微笑ましいもので
した。６年生がどれほど在校生から慕われていたのかわかります。 
６年生を送る会に合わせて、児童会役員も在校生に引き継がれま

す。「笑顔あふれる学校にしたい」「あいさつを盛り上げたい」
「学校のみんなが友だちになれるようにしたい」など、新役員は意
欲満々です。６年生を中心とした今年度の活動をお手本にして、来
年度の児童会の活動も期待しています。 
 今年度は、学校をよりよくするための委員会活動が多く行われま
した。例えば、計画委員によるあいさつ運動や、体育委員会による
レクや縄跳び講習会では、違う学年の児童とも交流する姿がたくさ
ん見られました。図書委員会は読み聞かせやブックビンゴを、ま
た、給食委員会とコラボしてお話給食を実施するなど、委員会の枠
を越えて活動しました。給食委員会は、献立クイズや片付け強化月
間に取り組みました。また、情報委員会はHPから情報発信した
り、オンラインで他校と交流したりしました。学校の課題解決のた
めに、子供たちが考え活動し学校に貢献することで、子供たちの自
己肯定感を高めることにつなげていきたいと思います。 
２月２１日（火）は、６年生が八木中学校へ体験入学に行きまし

た。子供たちの感想には、先輩たちの立派な姿に憧れ、「自分たち
も頑張りたい」と意欲が表れていました。☆部活動見学では、一つ
一つの部活の一人一人がすごく集中して頑張っていてとてもかっこ
いい先輩だなとも思いました。それと同時にとても圧倒されまし
た。(武旺星)☆八木中に行ってみてすごいなと思ったところが、一
つめは、校内が整頓されていてとても居心地がよいところだと思っ
たのと、中学生の方々の少しピリッとした雰囲気がいいなと思いま
した。（黒澤美空）☆八木中の三本柱に「歌声」があって、なぜだ
ろうと疑問を持っていました。ですが、２年生の合唱を聴いて、
「歌声」は心を込めて歌い、相手に感動を与えるために八木中の三
本柱にあるのではないかなと思います。私も恥ずかしがったりせ
ず、感動を届けるような歌を歌いたいです。（北條暖佳）☆中二の
先輩方の合唱が体育館の全体に響き渡っていて、すごいなと思いま
した。誰一人歌うことに恥ずかしいなどの気持ちが見えず堂々とし
ていてかっこよかったです。（寺村柚花） 
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